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Dr.J ohnsonに捧ぐる頒讃の辞
― そ の 二 百 年 忌 ( 十 二 月 十 三 日 ) に 寄 せ て ―
A Eulogy on Dr. Johnson
―In Memory of His Bicentenary of Death (On 13th December)―



























































































































































































































































































































我々は,先づ かのTate Galeryにあ るSir
























































































































































死 ん だ｡生 ･老 ･病 ･死- さす が のBear
Leviathanも,これらには打ち勝てなかった｡そし
て,彼は,前述の如く,Westminster大寺院に葬
られたのである｡時まさに極月13日のことであっ
た｡
☆
とにかく,かうして｢文学の偉大な珠玉｣(Great
ひん
CharmofLiterature)は生れ,育ち,貧し,苦し
ち,作り,侮られ,語り,置き,倒れ,恋し,柄
衣,その他諸々の苦難と闘ひつつも,母国語を愛
し,守り,伝へて,不朽の名著たらしめた功績は,
これを日に留めただけで,驚嘆これ久しうするは
かりではなく,-たびこれを播くならば,如何ほ
ど感謝しても感謝しすぎることのないのを否めな
いであらう｡彼を称して,｢文学の偉大な珠玉｣と
は誰の仕業であったか｡宜なるかな.′ Ver-
nacularEnglishの生き且つ語られ且つ書かれる
限り,珠玉の光輝は久遠に消えねであらう｡
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